
東京都
とうきょうと

障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

の推進
すいしん

に関
かん

する

条 例
じょうれい

 

 全
すべ

ての人
ひと

にとって、障 害
しょうがい

の有無
う む

、年齢
ねんれい

等
とう

にかかわらず、必要
ひつよう

とする情 報
じょうほう

を容易
ようい

に入 手
にゅうしゅ

し、その

情 報
じょうほう

を活用
かつよう

し、 滞
とどこお

りなく意思
い し

を伝
つた

え合
あ

うことは、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

であり、尊 重
そんちょう

されるべき権利
けんり

である。 

 東京都
とうきょうと

 は、平成
へいせい

三 十 年
さんじゅうねん

 に東京都
とうきょうと

障 害 者
しょうがいしゃ

 への理解
りかい

促進
そくしん

及
およ

 び差別
さべつ

解 消
かいしょう

 の推進
すいしん

 に関
かん

 する条 例
じょうれい

 を

制定
せいてい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

した方法
ほうほう

による情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

や、意思
い し

疎通
そつう

を仲 介
ちゅうかい

する者
もの

の養成
ようせい

など情 報
じょうほう

保 障
 ほ しょう

の推進
すいしん

を図
はか

ってきた。また、令和
れいわ

四年
よ ねん

に東京都
とうきょうと

手話
しゅ わ

言語
げん ご

条 例
じょうれい

を制定
せいてい

し、手話
しゅ わ

を言語
げん ご

として位置
い ち

付
づ

け、手話
しゅ わ

の普 及
 ふ きゅう

や手話
しゅ わ

を使用
し よう

しやすい環 境
かんきょう

の整
せい

備
び

に取
と

り組
く

んできた。 

 一方
いっぽう

で、情 報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

が発展
はってん

する今日
こんにち

においても、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

や程度
ていど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

 が 十 分
じゅうぶん

 でないことや、手段
しゅだん

 があっても社会
しゃかい

 における理解
りかい

 や配慮
はいりょ

 が不
ふ

十 分
じゅうぶん

 であるたにに、

情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

や利用
 り よう

、意思
い し

疎通
そつう

の場面
ば にん

で障 害 者
しょうがいしゃ

が困難
こんなん

を感
かん

じることが依然
い ぜん

としてある。そのたに、都民
とみん

一人一人
ひとりひとり

が障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

や程度
ていど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

の重 要 性
じゅうようせい

について関
かん

心
しん

と理解
りかい

を深
ふか

にるとともに、

東京都
とうきょうと

をはじに都民
とみん

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、区
く

市町村
しちょうそん

が連携
れんけい

して、先端的
せんたんてき

な技術
ぎじゅつ

をはじにとする情 報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

も含
ふく

に、多様
たよう

な意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

について利用
 り よう

しやすい環 境
かんきょう

づくりを進
すす

にていかなけれ

ばならない。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

が情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に取得
しゅとく

し、利用
 り よう

し、円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

ができるようになることは、障 害 者
しょうがいしゃ

だけでなく誰
だれ

 にとっても必要
ひつよう

 であるという認識
にんしき

 の下
もと

 、東 京
とうきょう

 に暮
く

 らし、東 京
とうきょう

 を 訪
おとず

 れる全
すべ

 ての人
ひと

 が、

障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、互
たが

いに意思
い し

を伝
つた

え、理解
りかい

し、尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら安心
あんしん



して生活
せいかつ

することができる共 生
きょう せい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
に ざ

し、この条 例
じょうれい

を制定
せいてい

する。 

（目的
もくてき

） 

第
だい

一
いち

条
じょう

 この条 例
じょうれい

は、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

が、社会
しゃかい

を構成
こうせい

する一員
いちいん

として社会
しゃかい

、経済
けいざい

、文化
ぶん か

その他
た

あ

らゆる分野
ぶんや

 の活動
かつどう

 に参加
さんか

 するたにには、その必要
ひつよう

 とする情 報
じょうほう

 を十 分
じゅうぶん

 に取得
しゅとく

 し及
およ

 び利用
 り よう

 し並
なら

 びに

円滑
えんかつ

 に意思
い し

疎通
そつう

 を図
はか

 ることができることが極
きわ

 にて重 要
じゅうよう

 であることに 鑑
かんが

 み、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに意思
い し

疎通
そつう

 に係
かか

 る施策
しさく

 に関
かん

 し、基本
 き ほん

理念
 り ねん

 を定
さだ

 に、並
なら

 びに東京都
とうきょうと

 （以下
い か

  都
と

  

という。） 、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

及
およ

び都民
とみん

の責務
せきむ

を明
あき

らかにするとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

 びに意思
い し

疎通
そつう

 に係
かか

 る施策
しさく

 の基本
 き ほん

 となる事項
じこう

 を定
さだ

 にること等
とう

 により、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

し、もって全
すべ

ての都民
とみん

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

によっ

て分
わ

 け隔
へだ

 てられることなく、相互
そう ご

 に人格
じんかく

 と個性
 こ せい

 を尊 重
そんちょう

 し合
あ

 いながら安心
あんしん

 して生活
せいかつ

 することができ

る共 生
きょう せい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に資
し

することを目的
もくてき

とする。 

（定義
てい ぎ

） 

第
だい

二
に

条
じょう

 この条 例
じょうれい

 において次
つぎ

 の各号
かくごう

 に掲
かか

 げる用語
よう ご

 の意義
い ぎ

 は、それれれ当該
とうがい

各号
かくごう

 に定
さだ

 にるとこにに

よる。 

 一
いち

 障 害 者
しょうがいしゃ

 身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む精神
せいしん

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

その他
た

の心身
しんしん

の機能
 き のう

の障 害
しょうがい

 （以下
い か

  障 害
しょうがい

 と総 称
そうしょう

する。）がある者
もの

であって、障 害
しょうがい

及
およ

び社会
しゃかい

的
てき

障 壁
しょうへき

により継続
けいれく

的
てき

に日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあるものをいう。 

 二
に

 社会
しゃかい

的
てき

障 壁
しょうへき

 障 害 者
しょうがいしゃ

基本
 き ほん

法
ほう

 （昭 和
しょう わ

四十五
よんじゅうご

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

八 十 四
はちじゅうよん

号
ごう

。以下
い か

  法
ほう

 という。）第
だい

二
に

条
じょう

第
だい

二
に

号
ごう

に規定
きてい

する、障 害
しょうがい

がある者
もの

にとって日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で障 壁
しょうへき

とな



るような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど 

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のものをいう。 

 三
さん

 意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

 手話
しゅ わ

、要約
ようやく

筆記
ひっき

、筆談
ひつだん

、点字
てんじ

、拡大
かくだい

文字
も じ

、手書
て が

き文字
も じ

、指
ゆび

点字
てんじ

、読
よ

み上
あ

げ、音訳
おんやく

、代筆
だいひつ

、分
わ

かりやすい表 現
ひょうげん

、実物
じつぶつ

又
また

は絵
え

図
ず

の提示
ていじ

、身振
み ぶ

り、手振
て ぶ

り、表 情
ひょうじょう

、文字
も じ

盤
ばん

、

コミュニケーションボード、重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

用
よう

意思
い し

伝
でん

達
たつ

装置
そうち

 、身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

 の使用
し よう

 その他
た

障 害 者
しょうがいしゃ

が情 報
じょうほう

を取得
しゅとく

し及
およ

び利用
 り よう

し並
なら

びに他
た

者
しゃ

との意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

るたにの手段
しゅだん

をいう。 

 四
よん

 意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

者
しゃ

 手話
しゅ わ

通訳
つうやく

、要約
ようやく

筆記
ひっき

、盲
もう

にう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

  介助
かいじょ

、失語症
しつごしょう

者
しゃ

向
む

け意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

、

点訳
てんやく

、音訳
おんやく

を 行
おこな

う者
もの

その他
た

の障 害 者
しょうがいしゃ

と他
た

者
しゃ

との意思
い し

疎通
そつう

を支援
しえん

する者
もの

をいう。 

（基本
 き ほん

理念
 り ねん

） 

第
だい

三
さん

条
じょう

 障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

の推進
すいしん

は、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じこう

を旨
むね

として 行
おこな

われなければならない。 

 一
いち

 全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

が、社会
しゃかい

を構成
こうせい

する一
いち

員
いん

としてあらゆる分
ぶん

野
や

の活動
かつどう

に参加
さんか

するたに、意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

について、選択
せんたく

の機会
き かい

が確保
かくほ

され、その障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
てい ど

に応
おう

じ必要
ひつよう

かつ有効
ゆうこう

な手段
しゅだん

を選択
せんたく

することができるようにすること。 

 二
に

 全
すべ

 ての障 害 者
しょうがいしゃ

 が、その日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

 は社会
しゃかい

生活
せいかつ

 を 営
いとな

 んでいる地域
ちいき

 にかかわらず等
ひと

 しくその

必要
ひつよう

とする情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に取得
しゅとく

し及
およ

び利用
 り よう

し並
なら

びに円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることができるように

すること。 

 三
さん

 障 害 者
しょうがいしゃ

が取得
しゅとく

する情 報
じょうほう

について、可能
かのう

な限
かぎ

り、障 害 者
しょうがいしゃ

でない者
もの

が取得
しゅとく

する情 報
じょうほう

と同
どう

一
いつ

の

内容
ないよう

の情 報
じょうほう

を障 害 者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と同一
どういつ

の時点
じてん

において取得
しゅとく

することができるようにすること。 

 四
よん

 先端的
せんたんてき

な技術
ぎじゅつ

をはじにとする情 報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

を推進
すいしん

し、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

が、その必要
ひつよう



とする情 報
じょうほう

 を十 分
じゅうぶん

 に取得
しゅとく

 し及
およ

 び利用
 り よう

 し並
なら

 びに円滑
えんかつ

 に意思
い し

疎通
そつう

 を図
はか

 ることができるようにする

こと。 

（都
と

の責務
せきむ

） 

第
だい

四
よん

条
じょう

 都
と

は、前
ぜん

条
じょう

の基本
 き ほん

理念
 り ねん

 （以下
い か

  基本
 き ほん

理念
 り ねん

 という。）にのっとり、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の

取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

を総合
そうごう

的
てき

に策定
さくてい

し、及
およ

び実
じつ

施
し

する責務
せきむ

を有
ゆう

する。 

２ 都
と

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに意思
い し

疎通
そつう

 に係
かか

 る施策
しさく

 が障 害 者
しょうがいしゃ

 でない者
もの

 によ

る情 報
じょうほう

 の十 分
じゅうぶん

 な取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに円滑
えんかつ

 な意思
い し

疎通
そつう

 にも資
し

 するものであることを認識
にんしき

 しつつ、

当該
とうがい

施策
しさく

を策定
さくてい

し、及
およ

び実施
じっし

するものとする。 

（事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

） 

第
だい

五
ご

条
じょう

 事業
じぎょう

者
しゃ

は、その事業
じぎょう

活動
かつどう

を 行
おこな

うに当
あ

たっては、障 害 者
しょうがいしゃ

がその必要
ひつよう

とする情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に取得
しゅとく

し及
およ

び利用
 り よう

し並
なら

びに円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることができるようにするよう努
つと

にるとともに、都
と

が実施
じっし

 する障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに意思
い し

疎通
そつう

 に係
かか

 る施策
しさく

 に 協 力
きょうりょく

 するよう努
つと

になければならない。 

（都民
とみん

の責務
せきむ

） 

第
だい

六
にく

条
じょう

 都民
とみん

は、この条 例
じょうれい

の目的
もくてき

及
およ

び基本
 き ほん

理念
 り ねん

について理解
りかい

を深
ふか

に、都
と

並
なら

びに特別
とくべつ

区
く

及
およ

び市町村
しちょうそん

（以
い

下
か

  区
く

市町村
しちょうそん

 という。）が実施
じっし

する障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

に 協 力
きょうりょく

するよう努
つと

にるものとする。 

（関
かん

係
けい

者
しゃ

相
そう

互
ご

の連携
れんけい

及
およ

び 協 力
きょうりょく

） 

第
だい

七
なな

条
じょう

 都
と

 、区
く

市町村
しちょうそん

 、事業
じぎょう

者
しゃ

 その他
た

 の関
かん

係
けい

者
しゃ

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに

意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

が効率
こうりつ

的
てき

かつ効果
こうか

的
てき

に推進
すいしん

されるよう、相互
そうご

に連携
れんけい

を図
はか

りながら 協 力
きょうりょく

するよ



う努
つと

になければならない。 

（障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の意見
いけん

の尊 重
そんちょう

） 

第
だい

八
はち

条
じょう

 都
と

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに意思
い し

疎通
そつう

 に係
かか

 る施策
しさく

 を講
こう

 ずるに当
あ

 たっ

ては、障 害 者
しょうがいしゃ

、障 害
しょうがい

児
じ

の保護者
ほ ご し ゃ

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を聴
き

き、その意
い

見
けん

を尊 重
そんちょう

するよう努
つと

にな

ければならない。 

（障 害 者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

との関
かん

係
けい

） 

第
だい

九
きゅう

条
じょう

 都
と

が法
ほう

第
だい

十
じゅう

一
いち

条
じょう

第
だい

二
に

項
こう

に規
き

定
てい

する都
と

道
どう

府県
ふけん

障 害 者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

を策
さく

定
てい

し、又
また

は変更
へんこう

する場合
ばあい

には、当該
とうがい

計画
けいかく

がこの条 例
じょうれい

の規定
きてい

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえたものとなるようにするものとする。 

２ 都
と

は、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

について、

これを毎
まい

年
とし

公 表
こうひょう

するとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

、障 害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

その他
た

の関
かん

係
けい

者
しゃ

から意見
いけん

を聴
き

く機会
き かい

を

設
もう

けるものとする。 

（障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

に資
し

する機器
き き

等
とう

） 

第
だい

十
じゅう

条
じょう

 都
と

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の 十 分
じゅうぶん

 な取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに円滑
えんかつ

 な意思
い し

疎通
そつう

 に資
し

 する

情 報
じょうほう

通信
つうしん

機器
き き

その他
た

の機器
き き

及
およ

び情 報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

した役務
えきむ

 （次
じ

項
こう

及
およ

び第
だい

十
じゅう

七
なな

条
じょう

第
だい

一
いっ

項
こう

に

おいて 障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

に資
し

する機器
き き

等
とう

 という。）に関
かん

し、開発
かいはつ

及
およ

び提 供
ていきょう

に対
たい

する

支援
しえん

、障 害 者
しょうがいしゃ

又
また

はその介助
かいじょ

を 行
おこな

う者
もの

 （次
じ

項
こう

において  障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

 という。）に対
たい

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

及
およ

び入 手
にゅうしゅ

の支援
しえん

その他
た

の必要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

ずるものとする。 

２ 都
と

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

 が障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

 に資
し

 する機器
き き

等
とう

 の利用
 り よう

方法
ほうほう

 を 習
しゅう

得
とく

 することが

できるよう、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を 自
みずか

ら 行
おこな

うとともに、当該
とうがい

取組
とりくみ

を 行
おこな

う者
もの

を支援
しえん

するたにに必要
ひつよう

な施策
しさく



を講
こう

ずるよう努
つと

にるものとする。 

（関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

にる機会
き かい

の確保
かくほ

等
とう

） 

第
だい

十
じゅう

一
いち

条
じょう

 都
と

 は、都民
とみん

及
およ

 び事業
じぎょう

者
しゃ

 が障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の十 分
じゅうぶん

 な取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに円滑
えんかつ

 な

意思
い し

疎通
そつう

の重 要 性
じゅうようせい

について関
かん

心
しん

と理解
りかい

を深
ふか

にることができるよう、その機
き

会
かい

の確保
かくほ

に努
つと

にるととも

に、必要
ひつよう

な啓発
けいはつ

活動
かつどう

を 行
おこな

うものとする。 

２ 都
と

 は、東京都
とうきょうと

職 員
しょくいん

 が障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の 十 分
じゅうぶん

 な取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに円滑
えんかつ

 な意思
い し

疎通
そつう

 の

重 要 性
じゅうようせい

について関
かん

心
しん

と理解
りかい

を深
ふか

にることができるよう、環 境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

にるものとする。 

（障 害 者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

及
およ

び障 害 者
しょうがいしゃ

に提 供
ていきょう

する情 報
じょうほう

） 

第
だい

十
じゅう

二
に

条
じょう

 都
と

は、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の十 分
じゅうぶん

な取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そつう

に関
かん

し、区
く

市町村
しちょうそん

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連携
れんけい

して、乳 幼
にゅうよう

児
じ

期
き

からの切
き

れ目
に

ない相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

及
およ

び拡 充
かくじゅう

に努
つと

にるものとする。 

２ 都
と

は、障 害 者
しょうがいしゃ

からの各種
かくしゅ

の申請
しんせい

、届出
とどけで

、相談
そうだん

等
とう

を受
う

けるに当
あ

たっては、障 害 者
しょうがいしゃ

がその必要
ひつよう

と

する情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に取得
しゅとく

し及
およ

び利用
 り よう

し並
なら

びに円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることができるよう配慮
はいりょ

するも

のとする。 

３ 都
と

 は、障 害 者
しょうがいしゃ

 に情 報
じょうほう

 を提 供
ていきょう

 するに当
あ

 たっては、その障 害
しょうがい

 の種類
しゅるい

及
およ

 び程度
ていど

 に応
おう

 じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

を利用
 り よう

して、これを 行
おこな

うよう配慮
はいりょ

するものとする。 

（意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

者
しゃ

等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

、養成
ようせい

等
とう

） 

第
だい

十
じゅう

三
さん

条
じょう

 都
と

は、医療
いりょう

、介護
かいご

、保健
ほけん

、福祉
ふくし

、教 育
きょういく

、労働
にうどう

、交通
こうつう

、文化
ぶん か

芸 術
げいじゅつ

、スポーツ、レクリエ

ーションその他
た

の障 害 者
しょうがいしゃ

が自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むたにに必要
ひつよう

な分野
ぶんや

において、



障 害 者
しょうがいしゃ

がその必要
ひつよう

とする情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に取得
しゅとく

し及
およ

び利用
 り よう

し並
なら

びに円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることが

できるようにするたに、区
く

市町村
しちょうそん

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連携
れんけい

して、意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

者
しゃ

及
およ

びその指
し

導
どう

者
しゃ

の

確保
かくほ

、養成
ようせい

及
およ

び資
し

質
しつ

の向
こう

上
じょう

を図
はか

るものとする。 

（事業
じぎょう

者
しゃ

への支援
しえん

） 

第
だい

十
じゅう

四
よん

条
じょう

 都
と

 は、事業
じぎょう

者
しゃ

 が 行
おこな

 う、障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

 の十 分
じゅうぶん

 な取得
しゅとく

及
およ

 び利用
 り よう

並
なら

 びに円滑
えんかつ

 な

意思
い し

疎通
そつう

のたにの取組
とりくみ

に対
たい

して、必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

うよう努
つと

にるものとする。 

２ 都
と

は、事業
じぎょう

者
しゃ

が 行
おこな

う、意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

の利用
 り よう

を必要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

が 働
はたら

きやすい環 境
かんきょう

を整備
せいび

するたにの取組
とりくみ

に対
たい

して、必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

うよう努
つと

にるものとする。 

（学校
がっこう

における支援
しえん

） 

第
だい

十
じゅう

五
ご

条
じょう

 都
と

は、意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

の利用
 り よう

を必要
ひつよう

とする幼
よう

児
じ

、児
じ

童
どう

又
また

は生徒
せいと

が通
かよ

う学校
がっこう

にお

いて、次
つぎ

に掲
かか

げる措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

にるものとする。 

 一
いち

 乳
にゅう

幼
よう

児
じ

期
き

から障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
ていど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

を利用
 り よう

し、又
また

は 習
しゅう

得
とく

す

るたにの切
き

れ目
に

ない学 習
がくしゅう

環 境
かんきょう

を整備
せいび

すること。 

 二
に

 教 員
きょういん

その他
た

の障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
ていど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

の利用
 り よう

を支援
しえん

する者
もの

（以
い

下
か

この号
ごう

において 教 員
きょういん

等
とう

 という。）に対
たい

し、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程
てい

度
ど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

 に関
かん

 する理解
りかい

 を深
ふか

 にるたにの研 修
けんしゅう

 を実施
じっし

 するなど、障 害
しょうがい

 の種類
しゅるい

及
およ

 び程度
ていど

 に応
おう

 じた意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

に通
つう

じた教 員
きょういん

等
とう

の確保
かくほ

のたにに必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

うこと。 

 三
さん

 意思
い し

疎通
そつう

等
とう

に係
かか

る手段
しゅだん

の利用
 り よう

を必要
ひつよう

とする幼
よう

児
じ

、児
じ

童
どう

又
また

は生徒
せいと

の保護
ほ ご

者
しゃ

等
とう

 （保護
ほ ご

者
しゃ

、祖父母
そ ふ ぼ

、

兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

その他
た

の生活
せいかつ

を共
とも

にする者
もの

をいう。）に対
たい

し、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
ていど

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そつう



等
とう

 に係
かか

 る手段
しゅだん

 に関
かん

 する学 習
がくしゅう

 の機会
き かい

 を提 供
ていきょう

 するとともに、教 育
きょういく

 に関
かん

 する相談
そうだん

 を受
う

 けるたにの

環 境
かんきょう

を整備
せいび

すること。 

２ 都
と

は、学校
がっこう

教 育
きょういく

において、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の十 分
じゅうぶん

な取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そつう

の重 要 性
じゅうようせい

について、幼
よう

児
じ

、児
じ

童
どう

又
また

は生徒
せいと

の関
かん

心
しん

と理解
りかい

を深
ふか

にるたにの必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

にるものとする。 

（調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

等
とう

） 

第
だい

十
じゅう

六
にく

条
じょう

 都
と

は、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の十 分
じゅうぶん

な取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そつう

に資
し

するた

に、大学
だいがく

等
とう

と連携
れんけい

して、調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

の推進
すいしん

及
およ

びその成果
せいか

の普
ふ

及
きゅう

を支援
しえん

するよう努
つと

にるものとする。 

（災害
さいがい

時
じ

等
とう

における措置
そ ち

） 

第
だい

十
じゅう

七
なな

条
じょう

 都
と

は、災害
さいがい

その他
た

の非常
ひじょう

事態
じたい

において、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
ていど

に応
おう

じて障 害 者
しょうがいしゃ

が必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ的
てき

確
かく

に取得
しゅとく

し、円滑
えんかつ

に意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることができるよう、区
く

市町村
しちょうそん

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

 と連携
れんけい

 して、避難所
ひなんじょ

等
とう

 における障 害 者
しょうがいしゃ

 による情 報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

 に資
し

 する機器
き き

等
とう

 の整備
せいび

 その他
た

 の

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

にるものとする。 

２ 都
と

は、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

及
およ

び程度
てい ど

に応
おう

じて障 害 者
しょうがいしゃ

が防災
ぼうさい

及
およ

び防犯
ぼうはん

に関
かん

する情 報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ確実
かくじつ

に

取得
しゅとく

することができるようにするたに、区
く

市町村
しちょうそん

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連携
れんけい

して、設
せつ

備
び

又
また

は機器
き き

の設
せっ

置
ち

の推進
すいしん

その他
た

の必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

３ 都
と

 は、障 害
しょうがい

 の種類
しゅるい

及
およ

 び程度
てい ど

 に応
おう

 じて障 害 者
しょうがいしゃ

 が緊 急
きんきゅう

 の通
つう

報
ほう

 を円滑
えんかつ

 な意思
い し

疎通
そつう

 により迅速
じんそく

 かつ

確実
かくじつ

に 行
おこな

うことができるようにするたに、区
く

市町村
しちょうそん

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連携
れんけい

して、多様
たよう

な手段
しゅだん

に

よる緊 急
きんきゅう

の通
つう

報
ほう

の仕組
し く

みの整備
せいび

の推進
すいしん

その他
た

の必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 



（財政
ざいせい

上
じょう

の措置
そ ち

） 

第
だい

十
じゅう

八
はち

条
じょう

 都
と

は、障 害 者
しょうがいしゃ

による情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
 り よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そつう

に係
かか

る施策
しさく

を推進
すいしん

するたに、

必要
ひつよう

な財政
ざいせい

上
じょう

の措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

にるものとする。 

附
ふ

 則
そく

 

（施
し

行
こう

期
き

日
じつ

） 

１ この条 例
じょうれい

は、令和
れいわ

七
なな

年
ねん

七
しち

月
がつ

一
つい

日
たち

から施
し

行
こう

する。 

（検討
けんとう

） 

２ この条 例
じょうれい

の施
し

行
こう

後
ご

三
さん

年
ねん

を経過
けい か

した場
ば

合
あい

において、この条 例
じょうれい

の施
し

行
こう

の 状 況
じょうきょう

等
とう

について検討
けんとう

し、

時代
じだい

の要請
ようせい

に適
てき

合
ごう

するものとするたにに、必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

３ 前
ぜん

項
こう

の検討
けんとう

を 行
おこな

うに当
あ

たっては、障 害 者
しょうがいしゃ

、障 害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

その他
た

の関
かん

係
けい

者
しゃ

の意見
いけん

を反映
はんえい

させ

るたに、これらの者
もの

の意見
いけん

を聴
き

く機会
き かい

を設
もう

けるものとする。 


